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令和５年度男女共同参画に関する意識調査結果 
 

阿賀野市では、「男女がともに参画し、夢と幸せをはぐくむまちづくり」の実現を目標に、５か年（令

和３年度～令和７年度）計画である「第４次阿賀野市男女共同参画プラン」を策定し、市民、団体等と

協力し合いながら、様々な事業に取り組んでいます。 

 このたび、男女共同参画社会に関する意識を把握し、第４次阿賀野市男女共同参画プランの見直しや、

今後の取り組みについての基礎資料とするため、「男女共同参画に関する意識調査」を行いましたので、 

調査結果の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

  はじめに   
 
男女共同参画とは？ 
男女共同参画とは、社会によって作り上げられた「男らしさ、女らしさ」という固定的なイメージに

とらわれず、誰もが自分らしくいきいきと暮らしていくことです。ここでいう男女とは、生まれついて

の生物学的な性別、性差のみを指すのではありません。 

私たちが毎日の生活の中で「当然のこと」「当たり前」と思っている様々なことについて、「なぜ？」

と疑問を持つことが男女共同参画社会を考えるきっかけになります。 

 

 

  調査の概要   
 

調査名 対 象 方 法 回収数 比較した前回調査 

市民意識調査 

市内に居住する

満 18 歳以上の男

女 3,000 人 

層化抽出法 

（比例配分法） 

WEB 上のフォーマット

による回答 

475 件 

（回収率 15.8％） 

平成 30 年度男女共同

参画に関する市民意

識調査 

児童・生徒意識

調査 

市内の小中学校

に通う小学５年

生、中学２年生 

WEB 上のフォーマット

による回答 

小学５年生 314 件 

（回収率 97.2％） 

中学２年生 255 件 

（回収率 85.0％） 

平成 30 年度男女共同

参画に関する児童・生

徒意識調査 

職員意識調査 
阿賀野市職員（消

防を含む） 

庁内システムのアンケ

ート機能による回答 

408 件 

（回収率 88.3％） 

平成 30 年度男女共同

参画に関する職員意

識調査 

 
 
 
 
 

・比率は全て百分率(％)で表し、％の母数は、その質問項目に該当する回答者の数でｎ＝と表記しています。また、

小数点以下第 2位を四捨五入して算出しているため、合計が 100.0%にならない場合があります。 

・前回調査とは、平成 30 年度男女共同参画に関する市民意識調査のことです。 
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12.4%

12.2%

13.9%

20.0%

13.4%

19.6%

26.1%

44.6%

4.1%

8.6%

10.6%

23.8%

25.1%

40.6%

40.9%

34.9%

33.0%

31.2%

39.2%

36.0%

40.4%

36.4%

16.5%

16.0%

31.0%

28.4%

47.3%

40.0%

31.9%

33.9%

31.2%

30.9%

26.0%

18.3%

16.7%

7.8%

50.8%

45.3%

32.0%

22.3%

14.3%

8.6%

5.9%

7.8%

4.8%

5.3%

2.0%

3.4%

1.1%

1.7%

3.6%

2.9%

5.1%

6.1%

1.7%

1.7%

2.6%

2.9%

2.0%

2.7%

0.6%

0.8%

0.4%

1.1%

1.0%

0.6%

1.1%

2.1%

0.6%

0.8%

5.8%

8.2%

9.7%

9.9%

16.1%

21.9%

13.2%

8.4%

21.4%

26.5%

18.1%

17.3%

9.5%

8.2%

0.6%

0.0%

5.3%

0.0%

2.7%

0.0%

2.0%

0.0%

2.6%

0.0%

2.1%

0.0%

1.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

6.1%

7.1%

5.4%

4.6%

6.0%

3.5%

28.9%

33.9%

25.3%

18.3%

25.5%

12.4%

19.0%

17.5%

20.1%

22.1%

20.8%

23.2%

41.8%

38.0%

44.5%

50.9%

44.4%

56.4%

3.4%

2.9%

3.7%

4.0%

3.2%

4.6%

0.8%

0.6%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=1130

男性 n=481

女性 n=647

全体 n=475

男性 n=216

女性 n=259

  市民意識調査より   
１．男女の地域・家庭に対する考え方について                    

 

  

■男女の地位の平等感 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

家庭において 

男性 
優遇  

どちらかと 

いえば女性 

優遇 

どちらかと 
いえば男性 

優遇 

男女 

平等 

女性 
優遇 

わから 
ない 無回答 

男性優遇(計) 女性優遇(計) 

「男女平等」の割合が最も高い

のは『学校教育の場において』と

なっています。 

その他の分野においては、「男性

優遇(計)」の割合が「男女平等」

の割合を上回っており、特に『政

治経済活動の場において』『社会習

慣（しきたり）の面において』で

は、「男性優遇(計)」の割合が８割

以上となっています。 

 

 

 

 

男性、女性ともに「そう思わない

(計)」の割合が高くなっています。 

平成 30 年度 全体 n＝1130 

令和 5 年度  全体 n＝475 

そう 
思う 

どちらかと 

いえばそう 

思わない 

どちらか 
といえば 

そう思う 

そう思わ 

ない 

わから 

ない 

無回答 

そう思う(計) 
そう思わない(計) 

職場において 

地域において 

政治経済活動の場において 

学校教育の場において 

法律や制度の面において 

社会習慣(しきたり)の面に
おいて 

平成 30 年度 

令和 5 年度 

※前回調査との比較 

 『家庭において』では、「男女平

等」の割合が増加していますが、

その他の分野においては、「男女

平等」の割合が減少しています。 

※前回調査との比較 

 男性女性ともに「そう思う（計）」 

の割合が減少し、「そう思わない

（計）」の割合が増加しています。 
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28.6%

27.7%

35.3%

29.5%

36.5%

34.9%

20.0%

17.7%

24.2%

20.3%

35.3%

36.7%

12.9%

11.5%

33.5%

34.6%

53.3%

49.7%

46.9%

46.4%

44.0%

42.1%

57.0%

52.1%

55.1%

54.9%

41.7%

35.1%

66.3%

63.6%

45.2%

42.3%

13.0%

21.0%

13.9%

22.6%

14.7%

21.8%

17.5%

28.7%

15.8%

23.1%

18.4%

26.4%

16.1%

23.3%

16.9%

21.5%

5.0%

1.5%

3.9%

1.5%

4.8%

1.3%

5.5%

1.5%

4.9%

1.8%

4.6%

1.8%

4.8%

1.5%

4.4%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

63.4%

53.1%

51.4%

51.2%

46.7%

41.1%

40.6%

39.2%

38.1%

27.2%

4.4%

0.8%

57.9%

57.9%

56.0%

41.2%

47.2%

35.6%

40.7%

43.5%

39.8%

26.9%

6.9%

0.9%

68.0%

49.0%

47.5%

59.5%

46.3%

45.6%

40.5%

35.5%

36.7%

27.4%

2.3%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

育児・介護休業制度を取得しやす

い職場環境を整える

昇進・給与等に男女の差別的取扱

いがないこと

育児休業制度の充実

女性が働くことに対する家族や周

囲の理解と協力

結婚、出産、育児、介護のために

退職した職員の再雇用制度の充実

男性が家事や育児をすることに対

する家族や周囲の理解と協力

フレックスタイム制や在宅勤務な

どの普及

育児施設などの整備

介護休業制度の充実

介護施設などの整備

わからない

その他

52.8%

45.9%

38.5%

37.5%

34.1%

33.3%

31.8%

29.9%

21.5%

21.1%

9.1%

1.5%

54.6%

39.4%

43.1%

42.1%

42.1%

27.8%

34.7%

33.8%

27.3%

25.5%

7.4%

0.9%

51.4%

51.4%

34.7%

33.6%

27.4%

37.8%

29.3%

26.6%

16.6%

17.4%

10.4%

1.9%

0% 20% 40% 60%

育児・介護休業制度を取得しやす

い職場環境を整える

男性が家事や育児をすることに対

する家族や周囲の理解と協力

育児休業制度の充実

フレックスタイム制や在宅勤務な

どの普及

昇進・給与等に男女の差別的取扱

いがないこと

女性が働くことに対する家族や周

囲の理解と協力

介護休業制度の充実

結婚、出産、育児、介護のために

退職した職員の再雇用制度の充実

育児施設などの整備

介護施設などの整備

わからない

その他

全体n=475

男性n=216

女性n=259

２．男女の職業生活に対する考え方について                     

 

■職場で男女差別を感じること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

■男性にとっての、女性にとっての働きやすい環境づくりに必要なこと 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

『昇進・昇格』『育児休業・介護

休暇』『仕事の内容や人事異動・配

置』で、「感じる」の割合が３割以

上となっています。 

 

感じる 
わからない 感じない 無回答 

 

男性にとっての働きやすい環境づくり 女性にとっての働きやすい環境づくり 

男性、女性ともに過半数以上の方が『育児・介護休業制度を取得しやすい職場環境を整える』こと

を必要だと思っています。 

 

お茶くみなどの雑用 

賃金・手当 

昇進・昇格 

研修、出張 

募集や採用人数 

育児休業、介護休暇

の取得 

定年 

仕事の内容や人事異動・配置 

※前回調査との比較 

 『育児休業、介護休暇の取得』『仕

事の内容や人事異動・配置』で「感

じる」の割合が増加しています。 

平成 30 年度 全体 n＝821 

令和 5 年度  全体 n＝390 
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ある, 

15.8%

ない,

70.1%

わからない, 

14.1%

相談した, 

31.4%

無回答, 

14.9%

相談できなかっ

た,13.2%

相談しなかっ

た, 40.5%

ある, 

13.5%

ない, 

76.8%

わからない, 

9.7%

３．男女の人権について                              
 

■セクシャルハラスメント、ドメスティック・バイオレンスの被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■セクシャルハラスメント、ドメスティック・バイオレンスの相談状況 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■セクシャルハラスメント、ドメスティック・バイオレンスを相談しなかった、できなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.2%

36.9%

35.4%

24.6%

20.0%

12.3%

12.3%

7.7%

7.7%

3.1%

27.8%

66.7%

33.3%

16.7%

11.1%

5.6%

5.6%

11.1%

16.7%

5.6%

53.2%

25.5%

36.2%

27.7%

23.4%

14.9%

14.9%

6.4%

4.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

相談しても無駄だと思ったから

相談するほどのことでもないと

思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま

やっていけると思ったから

安心して相談できるところがな

かったから

相談することで、仕返しや嫌が

らせを受けると思ったから

恥かしかったから、また世間体

が悪いから

誰に（どこに）相談していいの

かわからなかったから

自分にも悪いところがあると

思ったから

相談できる人がいなかったから

その他

全体n=65

男性n=18

女性n=47

  

セクハラは約 1.6 割、ＤＶ

は約 1.4 割の方に被害経験が

あります。 

※前回調査との比較 

 被害経験があると答えた割合は、 

セクシャルハラスメントは 0.5 ポ 

イント減少し、ドメスティック・バ 

イオレンスは0.8 ポイント増加し 

ています。 

セクシャルハラスメント（セ

クハラ）とは、相手を不快に

させる性的な言動で、性的攻

撃とも言えます。 

ドメスティック・バイオレン

ス（ＤＶ）とは、配偶者やパ

ートナーなどから振るわれ

る暴力をいいます。 

 

 約５割の方が「相談しなかった」ま

たは「相談できなかった」と答えてい

ます。 

※前回調査との比較 

全体で「相談しなかった」が 6.7

ポイント減少し、「相談できなかっ

た」が3.2ポイント増加しています。 

 「相談しても無駄」「自分さえ我慢

すれば」という諦めの割合が高くなっ

ています。また、「安心して相談でき

るところ」「誰に相談すればいいか」

という相談先の不安も一定数見られ

ます。 

※前回調査との比較 

全体で「自分にも悪いところがあ

ると思ったから」が10.5 ポイント

減少し、「恥かしかったから、また

世間体が悪いから」が5.8 ポイント

増加しています。 

セクシャル 
ハラスメント 

ｎ＝475 
 

ド メ ス テ ィ ッ
ク・バイオレンス 

ｎ＝475 
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56.0%

45.7%

34.5%

29.3%

24.6%

24.0%

21.5%

12.8%

12.2%

2.1%

52.3%

52.8%

32.4%

29.6%

31.5%

29.2%

19.4%

13.4%

11.1%

2.3%

59.1%

39.8%

36.3%

29.0%

18.9%

19.7%

23.2%

12.4%

13.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80%

女性が働きやすい環境づくりなど、企業に対し積

極的に働きかける

教育の場において男女共同参画社会に対する学習

機会の充実を図る

保育、介護サービスの充実を図る

広報紙などにより、男女共同参画社会への理解を

深めるための啓発を行う

各種審議会等、政策、方針決定の場へ女性を積極

的に登用する

学校、地域、職場等、各種団体の女性リーダーの

養成に力を入れる

セクハラ・ＤＶなどに関する専門的知識を持った

カウンセラーの設置、相談窓口の充実

女性のため、男性のための学習講座の充実を図る

健康対策などの充実を図る

その他

全体n=475

男性n=216

女性n=259

４．男女共同参画の推進で市が力を入れていくべきこと                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市が力を入れていくべきこととして、男性は『教育の場において男女共同参画社会に対する学習機

会の充実を図る』、女性は『女性が働きやすい環境づくりなど、企業に対し積極的に働きかける』が

最も高い割合となっています。 

※前回調査との比較 

 前回調査 2 位の『保育、介護サービスの充実を図る』と、3 位の『教育 

の場において男女共同参画社会に対する学習機会の充実を図る』の順位が逆 

転しています。 
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38.0%

29.1%

25.3%

6.3%

25.3%

11.4%

17.7%

12.7%

20.7%

3.4%

13.8%

10.3%

6.9%

17.2%

41.4%

24.1%

48.0%

44.0%

32.0%

4.0%

36.0%

8.0%

4.0%

6.0%

0% 20% 40% 60%

ことばづかい

すわり方

服装、身だしなみ

歩き方

整理整とん

お手伝い

泣いたとき

その他

46.6%

45.2%

27.4%

12.3%

20.5%

27.4%

13.7%

12.3%

23.1%

11.5%

11.5%

3.8%

3.8%

30.8%

38.5%

26.9%

59.6%

63.8%

36.2%

17.0%

29.8%

25.5%

0.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

ことばづかい

すわり方

服装、身だしなみ

歩き方

整理整とん

お手伝い

泣いたとき

その他

  児童・生徒意識調査より   
 
１．性別役割意識に対する大人の影響について                    

 

■「男だから、女だから」と言われる内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

小学５年生 中学２年生 

男子は、『泣いたとき』が小学生、中学生ともに多く、中学生になると『お手伝い』で「男だから

～」と多く注意されています。 

女子は、『ことばづかい』や『すわり方』で「女だから～」と多く注意されています。 

  

※前回調査との比較 

 前回、中学生男子で 2 位だった『泣いたとき』が、今回は1 位となっています。 

 

全体 n=79 

男子 n=29 

女子 n=50 

 

全体 n=73 

男子 n=26 

女子 n=47 
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女の人が 
した方が 

いい 

 
わから 
ない 

2.3%

2.2%

7.6%

7.6%

4.2%

3.8%

37.6%

15.3%

4.5%

3.2%

38.7%

19.1%

67.5%

36.9%

76.6%

45.9%

27.7%

3.2%

22.0%

4.8%

46.0%

13.1%

11.9%

3.8%

46.9%

13.1%

9.6%

2.5%

2.0%

0.3%

0.6%

0.0%

64.1%

87.6%

65.8%

83.8%

42.1%

76.1%

42.4%

71.3%

41.8%

74.8%

43.5%

69.7%

21.5%

50.0%

14.4%

42.4%

4.5%

7.0%

3.1%

3.8%

5.4%

7.0%

6.2%

9.6%

5.4%

8.9%

4.5%

8.6%

7.1%

12.7%

7.1%

11.8%

1.4%

0.0%

1.4%

0.0%

2.3%

0.0%

2.0%

0.0%

1.4%

0.0%

3.7%

0.0%

2.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

平成30年度

令和5年度

2.6%

0.8%

5.2%

1.6%

1.7%

3.1%

19.5%

5.9%

3.4%

1.2%

32.7%

9.8%

67.0%

33.3%

75.1%

47.8%

22.6%

2.4%

22.3%

1.6%

41.5%

5.1%

13.2%

3.1%

37.8%

9.8%

5.4%

0.4%

0.9%

0.4%

0.3%

0.0%

70.8%

89.8%

68.5%

90.6%

52.1%

82.7%

61.6%

83.1%

55.3%

80.8%

57.3%

81.2%

26.9%

57.3%

17.8%

38.0%

3.4%

7.1%

4.0%

6.3%

3.7%

9.0%

4.9%

7.8%

3.2%

8.2%

4.0%

8.6%

4.6%

9.0%

6.6%

14.1%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

0.0%

0.9%

0.0%

0.3%

0.0%

0.6%

0.0%

0.6%

0.0%

0.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２．家庭における男女の役割分担について                       

 

■家庭における男女の役割分担 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『大工仕事』では、「男の人がした方がいい」の割合が高くなっていますが、それ以外の項目では

小学生、中学生ともに「男の人と女の人が協力してした方がいい」が最も高くなっています。 

 

そうじ 

洗たく 

風呂そうじ 

食事の買い物 

電球や蛍光灯の交換 

大工仕事 

男の人が 
した方が 

いい 

わから 
ない 

女の人が 
した方が 
いい 

無回答 

男の人と女 

の人が協力 
してした方 
がいい 

ごみ出し 

食事のしたくや後かたづけ 

小学５年生 中学２年生 

※前回調査との比較 

 小学生、中学生ともに、全項目において「男の人と女の人が協力してした方がいい」の割合が 

前回より大幅に増加しています。 

 

男の人が 

した方が 
いい 

男の人と女 
の人が協力 
してした方 

がいい 

無回答 

平成 30 年度 全体 n＝354 

令和 5 年度  全体 n＝314 

平成 30 年度 全体 n＝349 

令和 5 年度  全体 n＝255 
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利用したことが

ある, 19.6%

利用したことは

ないが、必要が

あれば今後利用

したい, 65.2%

利用したい

が抵抗があ

る, 11.3%

利用したく

ない,3.9%

利用したこと

がある, 3.7%

利用したことは

ないが、必要が

あれば今後利用

したい, 85.5%

利用した

いが抵抗

がある, 

8.8%

利用したくな

い,2.0%

78.7%

62.5%

38.0%

23.0%

17.9%

6.1%

3.4%

2.2%

76.3%

66.3%

35.0%

15.4%

22.9%

6.3%

4.2%

2.1%

82.1%

57.1%

42.3%

33.9%

10.7%

6.0%

2.4%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の職員の負担が増える

休業中、担当業務の遂行に支

障がないように措置すること

が難しい

即戦力となる代替要員の確保

が難しい

休業することで経済的に厳し

くなる

制度を利用することに対する

職場内での理解が十分でない

休業することで昇任・昇格な

どに不利になる

その他

わからない

全体n=408

男性n=240

女性n=168

  職員意識調査より   
 
１．男女の職業生活に対する考え方について                     

 
■育児・介護休業制度の利用状況・利用意向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■育児・介護休業制度を利用する上で支障となること 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①育児休業 ②介護休業 

 約８割の職員が、他の職員

の負担が増えることを懸念し

ています。 

※前回調査との比較 

 全体で「他の職員の負担が増える」 

は、9.9 ポイント減少しています。 
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45.0%

24.8%

8.1%

6.7%

2.0%

10.1%

3.4%

52.5%

22.8%

5.0%

5.9%

2.0%

7.9%

4.0%

29.2%

29.2%

14.6%

8.3%

2.1%

14.6%

2.1%

0% 20% 40% 60%

職務分担が男女で偏っている

育児・介護休暇取得で男女差

がある

昇進、昇格で男女差がある

セクシャルハラスメントと思

われる行動を受ける

時間外勤務で男女差がある

その他

無回答

全体n=149

男性n=101

女性n=48

47.8%

15.0%

12.0%

10.3%

4.4%

6.9%

3.7%

47.9%

17.9%

8.3%

10.4%

4.6%

5.4%

5.4%

47.6%

10.7%

17.3%

10.1%

4.2%

8.9%

1.2%

0% 20% 40% 60%

適正な人事配置や職務分

担の改善をはかる

育児休業・介護休暇制度

などの社会的条件の整備

を進める

残業や休日勤務を減らす

など労働条件の改善をは

かる

女性職員と男性職員とが

対等なパートナーと認識

するような意識啓発を進

める

女性職員の管理職への登

用を進める

わからない

その他

全体 n=408

男性 n=240

女性 n=168

■職場の待遇で実感すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■職場で男女平等を推進していくために必要なこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 男性、女性ともに「職務分担が男女

で偏っている」と答えた割合が最も高

く、特に男性が５割を超えています。 

  

※前回調査との比較 

 全体で「職務分担が男女で偏って 

いる」は10.5 ポイント減少し、「育 

児・介護休暇取得で男女差がある」 

が 5.3 ポイント増加しています。 

 男性、女性ともに「適正な

人事配置や職務分担の改善を

はかる」と答えた割合が最も

高くなっています。 

※前回調査との比較 

 「適正な人事配置や職務分担の改 

善をはかる」と答えた男性が 8.2 

ポイント増加しています。 

全体で「育児休業・介護休暇制 

度などの社会的条件の整備を進め

る」は前回4 位でしたが、今回は 2

位となっています。 

 


